
■岸田劉生《路傍初夏》貸し出しプログラム（小学校） 

 

１ 題材名  じっと見つめて考えよう ～道から始まるストーリー 

 

２ 題材について 

    本題材は、岸田劉生「路傍初夏」と出会い、そこに描かれている１本の道から想像を広げる過程を楽しむ 

活動である。 

 多くの児童が、友達の作品を見ることは日常的であっても、その他の作品に触れることは少なく、作品に

注目して考えたり、その背景について考えたりすることも少ないと考えられる。また、この作品は人物や建

物がなく、一見親しみにくい感じを受ける。 

そこで、１本の道から自分なりに想像を広げたストーリーを作っていくことを目標に、順を追ってワーク

シートに記入することで間接的に対話しながら鑑賞活動を進めていく。 

 

３ 学習指導要領上の位置付け 

   この内容は、第 5学年および第 6学年の目標（３）「親しみのある作品などから、よさや美しさを感じ取

るとともに、それらを大切にしようとする。」を受けた内容の B 鑑賞（１）のア「自分たちの作品、我が国

や諸外国の親しみのある美術作品、暮らしの中の作品などを感じ取ること。」に対応している。 

 

４ 目標及び評価規準 

  ○作品に関心を持ち、作品のよさや特徴を味わおうとしている。（造形への関心・意欲・態度） 

  ○作品の良さに気付き、感じたことを自分なりの言葉で表現している。（鑑賞の能力） 

 

５ 指導計画   １時間扱い 

 

６ 本時の学習 

（１）目標 

  ○作品に関心を持ち、作品のよさや特徴を味わおうとしている。（美術への関心・意欲・態度） 

  ○作品の良さに気付き、感じたことを自分なりの言葉で表現している。（鑑賞の能力） 

（２）準備 

  教師：「路傍初夏」複製画セット（原寸大・額装 1 枚、A3 パネル９枚）、ワークシート 

  児童：筆記用具、４～５人のグループに分かれておく。 

 

（３）展開 

美術館活用種別 複製画貸し出し 

対 象 小学校高学年 １学級 ４０名程度 

ねらい 作品と作者について触れ、主体的に鑑賞を楽しむ力を育む。 

授業実践例 戸田市立戸田南小学校 第６学年 指導者：瀧本 麻子教諭 

美術館との手続きの仕方 
事前に教育広報担当に連絡を取り、使用日時と貸出期間、受け取りと返却

の日時を決定する。 

貸出キット内容 

①複製画１枚 小型複製画 9 枚 

②指導案例 

③板書資料、参考資料（岸田劉生の他の作品等） 

その他必要なもの 
①イーゼル（近代美術館でも貸し出します） 

②ワークシートをクラス児童数分印刷 



過程 

時間 

学習活動 

○Ｔ教師の主な発問 

○Ｃ予想される児童の反応 

指導の工夫 

評価と手立て 

観点：評価規準 

【評価方法】 

導入 

５分 

１ 作品と出会い、絵を見て感じたことを

話し合う。 

 

 

 
 

 

  ○Ｔどんな場所だろう。 

○Ｃ人が少ない所。田舎。海の近く。 

○岸田劉生「路傍初夏」を見せ、絵か

ら受ける印象をもとに自由に話せる

ようにする。 

○絵が見やすいよう、児童を作品のま

わりに集める。 

 

 

展開 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 分 

２ 本時の課題を知る。 

 

 

３ 絵から感じたことをワークシートに記

入し、話し合う。（季節・場所・におい・

音・時間・その他） 

 

 

 

 

 

 

４ もし、自分がこの絵の中にいたとした

ら、何をするか考えて絵や文で表現する。 

 

 

 

 

５ 想像をふくらませ、日記に表し、伝え

 

 

 

○４～５人のグループに１枚複製画を

配布し、絵を近くでよく見ながら想

像を広げられるようにする。 

○感じたことはワークシートに記入し

ていく。その際、各自が想起しやす

いものから書いてよいこととし、時

間で区切ることを知らせておく。 

○全体で各項目２～３人に発表させ、

次の活動につなげる。 

○発表の際、児童が答えたことに対し

て、絵のどこからそう思ったのか切

り返すとより深まるし、お互いに共

有しやすいと思われる。 

 

○作品をよく見ながら、作品の中に自

分を書きこむ。その説明を文章で表

現するように伝える。 

 （ワークシート★１） 

○発表の時には絵をテレビ等で児童の

作品を全体に示して話せるようにす

る。また、その人の過去（どこから

来たのか等）と今後（この後どうす

るのか）について切り返し、話して

もらう。 

 

○４での友達の発表を参考にしながら

 

 

 

関作品に関心を持

ち、よさや特徴を

味わおうとして

いる。【ワークシ

ート記述・発言】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑作品の良さに気

絵をよく見て、想像を広げよう。 

どんな季節だろう。 

真夏。晴れた暑い

日。 

春～秋の間。 



 

７ 資料 

（１）岸田劉生「路傍初夏」について 

    岸田劉生は、1917 年病気療養のため藤沢市鵠沼に転居した。この鵠沼時代には、「麗子像」などの人

物のほか風景、静物に数々の傑作が生まれ彼の最も充実した時代であった。「路傍初夏」も鵠沼の風景を

描いたもので、彼が生前出版した自選画集の中に、会心作の一つとして収められている。劉生は 13 年頃

から土の「生々しい不思議な生きた力」、道の「地軸から上へと押し上げている様な力」に感動し、「切り

通しの写生」や「赤土と草」などの風景を描いているが、この作品もそれらに連なるものである。海に近

い砂地の道の質感と澄明な初夏の陽光を浴びた新緑の松の生命感が、健康を取り戻した劉生の伸びやかな

筆致で見事に表現されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あう。 

 

 

 

 

 

 

 

自分なりのお話を考えられるように

する。（ワークシート★２） 

○班で全員が発表し、その中で１番印

象に残った話を全体で発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付き、感じたこと

を自分なりの言

葉で表現してい

る。 

【ワークシート記

述・発言】 

整理 

５分 

５ 作者や本時の学習をふりかえり、わか

ったことや感想を記入する。 

○感想を記入し、学習をふり返ること

ができるようにする。 

○作者や作者の他の作品については、

最後に軽く触れる程度にする。 

 

○C 今日、迷子になりました。知らない道を歩いて、ずっと泣いていました。ふと、右の方から声がしたので、木が生えているへい

に登ってそこから景色を見てみました。すると、あまりにきれいだったので、涙が止まりました。向こうからお母さんが走って

きます。さっきの声はだれだったのでしょう。 

○C 何十年もかけて、世界中を旅してきました。そしたらこんな所へたどり着いてしまいました。木々や自然のいっぱいあるところ

で座ると気持ち良かったです。その後は宇宙の旅をして、いろいろな星などをめぐってきました。 



（２）ワークシート  

絵をよく見て、想像を広げよう    名前（           ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★１ 

 

 

★２ 

   月   日  天気（   ） 

 

 

 

 

感 想 

 

 

場 所 季 節 におい・音 

    その他 
時 間 

 



 


